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5 月 19 日（金）国際化時代と日本人 

 日本という国は、資源なき工業国として、今後とも世界

の諸国との密接なつながりの中で生きていかなければな

らない。だから、いたずらに警戒されたり嫌われたりする

ようでは非常にマイナスである。そうならないためには、

日本人お互いが、これまでの行き方を大いに反省し、また

誤解があれば誤解をといてもらえるように、日本と日本人

の考え方を正しく伝えていくことが必要である。そのため

にもまず大事なことは、お互いにこの国日本と日本人自身

というものの特性なり背景を、みずからしっかり把握する

ことではないだろうか。そしてその上に立って、国際化時

代に処する道を、ともども真剣に考え合うことだと思う。 

 

5 月 20 日（土）戦乱の中での商売よりも 

 昔の商人たちは、洋の東西を問わず、戦乱のちまたの中

にあって、いつ流れ玉に当たって死ぬかもわからないとい

う状態の中でも、立派に商売を進めてきました。 

 しかし、今日では流れ玉に当たるというようなことはま

ずありません。ですからそのような時代に比べると、今日

は困難であるとか経済危機であるとか言っていますが、ま

だずいぶん楽である。むしろ非常に商売のしやすい絶好の

機会と言えるのではないでしょうか。 

そう考えて自分の商売をもう一回見直し、必要のあると

ころに創意工夫を加えていくことによって、難関を切り抜

けていくこともできるかと思います。 

 

5月21日（日）公平な態度 

国における法律の適用には万が一にも不公平があって

はならないが、会社や団体における規律や規則についても、

これまた同じことが言える。会社の規則というものは、一

新入社員であろうと社長であろうと等しくこれを守り、そ

れに反したときは等しく罰せられるということで、はじめ

て社内の秩序も保たれ、士気も上がるのである。 

 だから、指導者は常に公平ということを考えなくてはな

らない。利害とか得失、相手の地位、強弱にかかわりなく、

何が正しいかというところから、公平に賞すべきものは賞

し、罰すべきものは罰するという姿勢を遵守しなければな

らないと思う。 

 

5 月 22 日（月）自分が社長の心意気を持つ 

 戦争中に、ある青年が会社の業務として、一つの工場を

売りに私の所へきました。私は話を聞いた結果、「君が私

の会社へ入って、その工場の経営を引き受けてくれるのな

ら、買おう」と言うと、彼は「私は社長ですから現在の会

社をやめるわけにはいきません」と言下にそれを否定した

のです。「君は社員ではなかったのですか」と聞くと、「い

や、自分は社員ですが、心持は社長のつもりでいます」と

言うのです。この返事を聞いて、えらい人だなと思いまし

た。 

 われわれも一人ひとりが、それくらいの心意気を持って

仕事をすれば、いろいろ新しいことも発見できるでしょう

し、日々新たに成長もしていくと思うのです。 

 

5 月 23 日（火）感心する 

 同じように人の話を聞いても、「なかなかいいことを言

うなあ」と感心する人もあれば、「なんだ、つまらない」

と思う人もいる。どちらが好ましいかというと、もちろん

話の内容にもよるだろうが、「いいなあ」と感じる人の方

により多く、その聞いた話の内容から仕事に役立つような

何かヒントを得て、新しい発想をするといったようなプラ

スの価値が生まれてくるだろう。ちょっとしたことだけれ

ども、人生とか事業の成否のカギは、案外こうしたところ

にあるのではないかと思う。人の意見を聞いて、それに流

されてはいけないが、お互いにまず誰の意見にも感心し学

び合うという柔軟な心を養い高めていきたいものである。 

 

5 月 24 日（水）社長は心配役 

社長というものは、従業員が一万人いれば一万人の心配

を背負っていくものです。ですから、心配で夜も眠れない

というときもあります。眠れないからつらい、苦しい。し

かし、そのように心配するのが社長の仕事なのです。その

ために死んでも、それは早く言えば名誉の戦死ではないか、

そう考えるところに社長としての生きがいも生まれてき

ます。 

社長が心配しないでのんびりやれる会社などあり得な

い。眠れなかったり、煩悶したりしている姿こそ社長の姿

で、そこに社長としての生きがいがある。そういう考え方

に立つことが、激動の時代である今日の経営者には求めら

れているのではないでしょうか。 

 

 

5 月 25日（木）世間に聞く 

 誰しも日々の仕事の中、生きていく中で迷いは

生じるもの。いくら仕事に生きがいを感じていて

も、それを進めていくにつれて迷いが生じます。

では、その迷いをどう解決するか。 

 私は広く衆知を集めればいいと思います。広く

世間にそれを求めればいい。世間は道場、人間錬

成の道場です。大きくは社会に、小さくは同僚、

友だちに尋ねればいい。そうしていくことによっ

て、そこに自分の具体的な活動の形が求められて

くる。尋ねて答が返ってくる場合もあるでしょう

し、返ってこない場合もあるでしょう。しかし、

ある程度は返ってくる。不十分ながらも返ってく

る。素直な心で求めることだと思います。 


